
6）医師事務作業補助者の配置状況  

図表 畑 医細事務作業補助者の配置状況（複数回筈）  

0肌   200ヽ  40帆  60肌  8DO－。 1ひ〕肌  

5）医師事掛乍業補助者（専従者）の人数と給与総菩貞  

図表681施設あたりの平均▲医師事務作業補助者赦（実人数）と給与総領（常勤）  

弧 

m＋ピ一都ル肝心Ⅷ¶雌他   

全体   
加算～。．へ   

施設数（作）   2〕5   

（り夫人徽（人）   50  2＄．1   5l   ヰ＿）   

7  川l  い  
②（うち）医療従撃経   皿  什0   
軟昔（人）  

17   l）7   

③（うち）l笑痴事務経   2．9  200  ヱh   
験苗（人）  

Z〕   

価給与総領（〟Il）   119R  6759  12Z6  リリl〉   

痘）1人あたり給トム総隋   2ヰ0    2ヰ】  
（守）／（D）（カγI）  12亭対1二 淵・・   声0－対1｛ 神助体酢 ∵叫声  ∴碑対1こ、 補助体制 坤簑  

病院全体でまとめて配置している  

特定の診療科lこ配置している  

特定の病闇に配置してし＼る  

特定の医師に配置している  

その他  

無回答  

図表691惟設あたりの平均・医師事務作業補助者数（実人数）と給与総書貞（非常勤）   

≡三笠‡蓋喜護憲慧芸：ニ≡て：…）  

犀75対1補助体制加算（∩＝85）  

□l鱒1匝型鱒型鱒．翠（牢呵   
ナヽ〕∴  

寝灘廣ミ～   

lヰ8   （‖   〕3   ヰl  

（∋（うち）医療従事経   0〕  00  06  0三  U2  
牲   

験者（人）   

①給与総額（万円）   〕74  Ⅰ8〕7  〕8t  22l  ヱり1   

り蔑諾  145  けl  1〕9  l：iX  ‖．0  
③（うち）医療事務経   09  20  1ナ  U⊥l  0り    j           悪寒L  

図表73 医師事務作業補助者の従事状況  

～②診療記録への代行入力ー   

C粗  20ヽ     4（粍     60ゝ     8仇    100ヽ  

7）医師事務作業補助者が従事している業務の内容  

国表71医師事務作美補助者の従事状況  

～（丑診断書などの文書作成補助－  

1〕ヽ      JUヽ      4Uヽ     トいヽ      h■ヽ     lll）ヽ   ご ヽ    00～  

11ヽ  

：4ヽ  

44†l   

全休（∩＝339）   

25対り鳶肋体制   

加算（n＝10）  

50対1補助体制   
加算（∩＝り2）   

75対1補助体制   
加算（∩＝85）   

1〔氾対り轟軌l本制   

加算（n＝90）   

L   

全休（∩＝339）   

25対1補助体制   
加算（∩＝lの   

弧対l補助体制   
加算h＝142）   

75対1補助体制   
加算（∩＝85）   

100対1補助体制   
加牒＝∩＝90）  

r   

り 重垂二Tl  

『あリ  8なし  ロ無回答   
図表74 各事務作業の主たる担当者  

～（卦診療記録への（代行）入力～  

0ヽ      20ヽ     40㌔     60㌔     80ヽ    1ひ〕ヽ  

図表72 各事務作業の主たる担当者   

－①診断書などの文書作成（補助）～  

仇     20ヽ     40㌔     6（為     80ヽ    l【カl  

全帆rFココタ）  

25対り粛助体制   

加算（n二10）   

50対り粛助体制   
加算（n＝＝2）   

75対1補助体制   
加算（ハ＝85）   

100対l補助体制   
加算（∩＝90）  

全体（∩＝339）  

25対1補助体制   
加算（n二10）   

50対1補助体制   
加算（∩＝り2）   

75対り粛助体制   

加算（n二85）   

100対1補助体制   
加算（n二90）  

J五重亘亘壷議i邦竺車重Pそ品竺 ロ無回苧】   

お医師  日医師手発作業績幼者  店その他   口無回答  



図表7丁 医師事務作業補助者の従事状況  

～④行政上の業務（救急医療情報システムヘの入力等）～  

0％  H）ヽ 20～ 30％ 40％ 狐 6（）ヽ 701 80㌔ 90ヽ l∝lヽ   

図表75 医師事務作業補助者の従事状況   

～③医療の貿の向上に資する手摺作業～  

01 t（汽 2仇 30ヽ 401 50ヽ 60ヽ 7（粍 8（粍 加ヽ 】0αi   

全体（n＝3：19）  

25対り鳶肋体制   
加算（‖＝10）   

氾対1補助体制   

加算（∩＝川2）   

75対】補助体制   

加斉（∩＝85〉   

t（旧対】補助体制   

加算（∩＝90）  

全体（n＝339）   

25対l補助体制   
加算（∩＝10〉   

刃対1補助体制   

加算（n＝川2）   

7S対l補助体制   
加算（∩＝8S）   

1め対1補助体糾   

加算（n＝90）   

「二   

刀あリ  

『あり  □なし  口無回書   

図表78 各事務作業の主たる担当者  

～④行政上の業務（救急医痴情報システムヘの人力等）～  

0ヽ     20～     ヰO1    601     80ヽ    100～   

図表76 各事務作業の主たる担当者   

－（勤医療の実の向上に資する事務作業－  

O1     2（粍     40I■     60ヽ     80I．    10（粍  
全体（n＝3ユ9）  

25対1補助体制   
加算（∩ニ10）   

50対1補助休刊   
加算（n＝＝2）   

75対l補助体制   
加算（n＝85）   

100対l補助体制   

加算（†1＝90）  

全休（n＝339）  

Z5対1補助体制   
加算（∩＝10）   

50対1補助体制   
加算（n＝川2）   

75対t補助体制   
加算（n＝85）   

1の対1補助棒鋼   

加算（n＝｝0〉  F二重章二車重車重亡至竺⊥垂吏  

亘車重亘二函二1  

46  d5  

⑦ハイリスク分娩管理加算lこついて  

1）ハイリスク分娩管理加井の届出状況  

図表81ハイリスク分娩管理加算の届出状況  

肌  20、  401  601  80ヽ    l∝拐   

8）医師事務作業補助者の業務範囲の明確化  

図表79 医師事務作業補助者の業務範周の明確化  

0ヽ  20ヽ     4（粍  80ヽ  801     t∝弼   

全体  
（∩＝5】8）  

全休（∩＝＝339）   

25対1補助体制   
加算くn＝】0）   

50対1補助体●l   

加暮（∩＝142）   

7S対1補助体側   
加嘉（一戸85〉   

100対I補助体椚   
加暮（n＝90）  

笠空チ空竺ヨ  匿二二＝二  

2）ハイリスク分娩管理加井の届出が受理された時期  

図表82／ヽイリスク分娩管理加其の届出が受理された時期（n＝3】0）  直垂重責車重車重車重軽率車重竺．車重  

100（汽  

800％  

60（汽  

40（汽  

2001  

0肪  

9）個人情報保護上の問題発生の有無  

図表80 個人情報保護上の問姻発生の有無  

01 10％  20！i m  ヰ0ヽ  50ヽ  8仇  70≠  80ヽ  90～ 1∝為   

全休（n＝339）   

25対l補助体制   
加算（「戸10）   

5（ゆIl輔肋体制   

加算（∩＝1－12）   

75対t補助体制   
加算（rF85）   

100対l補助体制   
加算（作90）  

平成川年1月 5月   6月   7月   8月   9月  10月  】】月  12月  不明  

－ ■発 生していない  口先生した  □無回答  

用   



（3）医師責イ王高調査・医師調査の結果概要  

【調査対象等】   
「‾一‾‾▲‾‾‾‾‾】■‾‾‾‾“－“■‾Ⅶ‾‾‾】‾【‾‘【‾’■■‾】‾】‾‾‾“－‘■‾‾‾‾‾■■ 「〃）いこ′）  

＝射沌慄施設調軌対劣両院に川以上如才吉Lてる吾妻療糾お†r音及びそ叫し吐  

l  医帆1施設につき促師寅什鋸主人Rも（各診賭け上ここきト針上肢人指詭執  

3）分娩件数  

図表83 分娩件数（n＝305）  

（・注†葺 什J  

料）、医師偉人24名（各診療科に／つき3名メ最大8診醸科）く  

L呵答独 医帥点イ卜占柴 ZjRウ†′1  

医師票    4、227作  

α医師が勤務する施設の属性  

り 開設主体  

図表85 開設主体  

01  ZO～  40％  60㌔  80ヲー  100㌦  

4）ハイリスク分娩管理加算算定回数  

図表84 ハイリスク分娩管理加算算定回数（n＝269）  

（単位（Lり）  

平均値  横準備羞   

、    高月  1什ヱ  lJリ  ウ月  川3  ＝7  10月  1l2  1（）（）  8月  204  2うl  リ月   20旨  2f】5  10J】  2ト〕  2（〉8   
（注）分娩件敬に／凡、⊂欠損値♂）ないユ6リ什を対象に集計を行った。  

※参考 開設i三体の内訳  

叫
」
叫
当
 
 
 

肌
一
転
 
 

厚生労働省、独立行政成人困む裾  

法人労働者健康福祉偽書乱 その他   

国立        公立  都道府県、市町村、地方独立行政ま  公的  日本赤lヰ杜、済生会、北海道杜；   合連合会、国民健康保険団イ本連合≦  社会保険関係凹  全国社会保険協会連合会、厚生年′  体  保険組合及びその連合会、裾抒紬／   組合  その他の法人  公益法人、社会儒祉法人、医療′ヒト   
凶音大学法人 

農
 
 

去人  
全国厚生  

船員保険会、  金事業振興団 
令及びその連合会、  

貌、会社、その他の正人  

4）救急医療体制  2）許可病床勤  

図表銅 救急医療体制（複数回答）  

0肌   200†1  40（光   る00ヽ   80肌   用00ヽ  

図表86 許可病床数による病床規模  

01i  20ゝ     4仇     60％  80ヽ     川肌  

第2次救急  

敗命緻急センタ  

高度勅命救急センター  

総合周産期母子医療センター  

地域周産籾母子医療セント  

その他  

打200席末溝  口200～499床  □500床以上  

3）病院種別  

図表87 病院種別（複数回答）  

DOヽ    20（n   400㌔   60（汽   800ヽ  100伊■  
5）DPC対応の状況  

特定機能病院  

地域医療支書風病院  

′ト児救急医療拠点病院  

災害拠点病院  

がん診療連携拠点病院  

その他  

図表8g DPC対応の状況  

0ち  2（h  4（邦     6肌  

医師責任者  
（∩＝2．389〉  

医師  
（rF4．227）  

L ADPC対象尉完 □DPC主筆備病院 E］対応していない □不明j  



6）施設基準届出  ②医師の基本属性  
1）医師の性別  

図表90 施設基準届出状況（複数回答）  

00†i ‡0（鵬 哺0ち 600～ 80ロ～ l（泊（朽  

図表91医師の性別  

仇 I仇 2肪 コ0％ 18ゝ 5肌 88ゝ  7班 別洛 … 】Cりヽ  

医師責任者  
（n＝2：18g）  

医師  
（∩＝4227）  

入院時医学管理加算届出施設  

医師事株作業補助体刑加算届出施設  

ハイリスク分娩管理加算届出施設  

3つの施設基準届出施設  

t」竺竺  占㌫亘コ  

2）医師の年齢  

図表92 医師の年齢   

医師黄什者（歳）  

（注）医師卓任者n＝り83、剛而ハ＝り78  

図表g3 医師の年齢  

0肌    10仇     200I■     300ち     4001i    500ヽ  

3）医師としての経験年数  5）医師の主たる担当診療科  

図表94 医師としての経験年数  

車均碇  標準偏差  最大値  恵小値  中央底  
行来佳肴（年）  2‘．1  70  60．0   20  

医師（牢）  14．4  】0   

図表96 題師の主たる担当診療科  

（注）医師辞任者几＝2．）76、医師nこ＝ヰ，098  

4）調査対象病院での勤続年数  

図表95 調査対象病院での勤続年数  

（注）医師栗佳肴Il＝2．〕89、医師lド4227  

6）勤務形態  

図表97 勤務形應  

0％ 】0ヽ  20ヽ  30ち  40ヽ  肌  60ゝ  70≠  80！（ 901 1皿  

⊆議 日 「議定］  

b    i・、  声  

●‾、、T出   



8）医帥の役拇等  7）医師責任者の役暇等  

図表†00 医師の役職（n＝4．227）  

図表98 医師責任者の役職（n＝2．38g）  

17ごヽ  

鮎⊥⊥  
副    医    そ    無  

管
理
隈
以
外
の
 
 

ス
タ
ッ
フ
医
師
 
 

の    回  
他    答  

部    長  
長  

日  
畏  

図表9g 医師責任者1人が管理する医師の人数  

平均値  頒準偏差  蕗大隠－  最小値  中  72  りウ 〕R  120け  い0 い0       6ヰn   

（注）男性区側人数に一ついての有効回答数はlドヱ21ヰ、女性【吏【1両人矧こついて  

の有効回答数車tl＝172うでふ′）た．  

③医師の勤務実態等  
1）外来診療担当の有無  

図表】01外来診療担当の有無  

（汽 10†． 2αi ユ鵬  ヰ0ゝ  50ヽ  ¢仇  7肌  801 90ヽ 柑仇  

3）直近1週間の実動務時間  

図表105 直近1週間の実勤務時間  

（汗）附1巾重任者il＝227S、庭師tt＝〕．りり  

図表106 診療科別 直近1週間の実勤務時間（平均）  

00  2つ0  4DO  600  時愕】                          800     1000   

■あり  口なし  □無回答  

図表102 医師1人あたリ1日の平均外来診察患者数   

（7l）医師叙任者】ド2170、医師lド〕．も8〕  

2）入院診療における担当患者の有無（医師票のみ）  

図表103 入院診療における担当患者の有無  

m  20～  4肌  60†■  80ヽ  1加ヽ  

dあり  臼なし  □無回答  

図表104 医師1人あたりの担当入院患者数（平成20年10月兼現在、＝＝3．52′l）  



図表1081か月あたり平均当直回数（医師責任者）  4）1か月あたりの当直回数及び連続当直回数  

国表107 tか月あたり当直回数（医師責任者）  
回  

4（将     5（旧  

全体（∩＝2333）  

内科（n＝498）  

精神科（n＝57〉  

小児科（11＝209）  

外科（∩＝209）  

脳神経外科（『t56）  

整形外科（n＝24り  

産科・産婦人料（n＝2I9）  

救急料（n＝揖）  

その他（†F809）  

診療科不明（∩二2〉  

平均値  、‡＃準備差  最大価  最小値  中央値   

全体   l乙成1りfト川月   1．75  享享p  鱒00  り一旦  10！1  
平／反20fF10月  1トl  215  18．0し）  （l【1I  t00   
平成19年10月  】52  t．7】    0．00  100  

け、】料                jF成ZO咋10月   l45  17】  10．Orl  0．〔粕  l【的   
f■   1二61  ≠二享け  12・嬰  町鱒  J．鱒  

絹神科                  鼠20年10月  l」欄  250  130（I  000  0．50   
成19年10月  ヱ21    10（州  0（）0  ヱ川）  

小児科                  ‾戌20年tO月  213  2⊥lS  1200  0仇I  1．00   
外イ斗  平成19年1（）月   tヤ  ！鱒  押印  0叩  ！鱒  

戊20年10月  し31  l6ユ  10．00  0．（Xl  l．00   
脳神経外科    戊け咋10月  Ⅰ・埋  l■9き  9二9p  リ叫  200  

成2∩年10月  t．78  1．88  リ，00  000  1．∝）   

整形外科  平成1り年10月   】．1ヱ  1・ブヨ  lをqO  什鱒  lUCl  
平成20年1rI月  1，21  t．7（I  1：；UO  000  1．00   

産科・     コ25  3JJ  t】uO  000  200   
産婦人科  平成20年10月   2ワ0  ▼【旦旦1  13．∩〔〉  000  ヱ（旧   
救急科  平成lり年10月   31二l  2？3  】000  0鱒  2（附  

平成20年lり月   ヱ．7）  295  10．00  000  2〔旧   
その他     11Z  JL？7  I8♪9  p（担  1・pO  

ド成20年10月   1．30  l．り9  1800  0．00  け00   

診療科不明  月   蔓二pq  ユニ竺コ  ！00  叩0  ヰOU  
200  2．83  J．OU  0（抑  400   

（は）平成1り年10月及び平成ヱ0年to月ともに欠損値のないデータを対象に集計を行った。  

図表1101か月あたり平均当直回数（医師）  

匡I   

O∝l ＝）0  2DO  300  4．（D  500  ＄㈹  7・〔旧  

図表10glか月あたり当直回数（医師）  

平均価  棟坤傭姜  、最大畑∴  ’最小値  中央値   
全体  平成19年10月  2．92  2．32  18．00  q・00 0 

．00   

内科  平成19年10月 2010月  254  1（i9  100（）  0．00  Z．00    2ヰ1  l 
平成年                ．る3  10－00  0．0ひ  ヱ．00   

精神科    2ヰ4  2．14  1000  000  200   平成20年tO月  i：示右  2二ii  Ⅰ2 
．00  0も0  ゴ，bo   

小児科    363  2〕6  1100  000  400   2010月  〕 
平成年  ．4＆  j．3ら  ii．彿  0．Ob  
平成19年10月  2．72  

外科     2．52   
脳神経外科  平成19年川月  3．28  2．47  18．ひ0 i正示0  0，00  3．00   2010  30：〉  2 

平成年月    ．07   ∩．00  3，00   
236  l．72  】阜・嬰  0．00  200  

盤形外科               平成20年10月  2．23  】．60  8，00  0．00  Z．00   
確    475  340  15．00  0．00  500  J科・  
産婦人料  平成20年10月  1：ji  3．26  ii扇  b，00  400   
救急科      273  1：事．nO  0．00  6，00  

平成20年10月  5．4名  2．77  13．00  0由 
その他    2〕9  22畠    0（10  2．0（）  

平成20年10月  iっ4  2．22  13．ひ0  百二bd  i．db   
診療科不明  平成け咋10月  5．1l  コ．8り  IO．00  000 0 

．由   

全体（∩＝ユ895）  

内科（∩＝1030）  

精神科（匠92）  

小児科（n＝358）  

外科（∩＝590）  

脳神経外科（n＝217）  

整形外科（∩＝372）   

産科・産婦人料（n＝328）  

救急料（ポ88）  

その他（∩＝引4）  

診療科不明（∩＝9）  

帖）平成19年10月及び平成2n年IO月とtJに欠損他のないデータを対射こ集計を行った  

〔‖   

で  



図表1121か月あたり連続当直回数の平均（医師責任者）  図表1111か月あたり連続当直回数（医師責任者）  

用車 r】）  回  
060     080     100  平翫「  

0（17  
007   

平成＝バギ川り   Ou二；  

ド＼】榊        〉l▲成20年川月   旦里   

精神科  、1⊥成19年川月   00享  
平成コ0年1（】月    U二1生   

小児科  平成19年【0月   り0イ  
平成20年10月   OU（）   
平成1り隼相月   006  

外科        平J戊20年10ノj   」）二墜   

脳伸経外科  平成19年10月   り07  
ヤ成2n咋10月   り05   

整形外科  
Uり〕  

産科・   
産掴人科      Uユウ   

救急科  002  

0り2   

チ〝）他  平成【9年lひノ才   r†（Ij  

平成2r）年】0月   U．（】5   

言全焼科十明  平成19年1（）月   C0（）  
平成20年10月   坦塑  

全体（∩＝2247）  

内科〔∩＝477）  

捕神村（∩＝56）  

小児科（∩＝202）  

外‡斗（∩＝285）  

脳神経外科（∩＝149）  

整形外出（∩＝231）  

産科・産婦人料（n＝212）  

捜思料（∩二4り  

その他（∩＝592）  

診療科不明（∩＝2）  

恒車破†9年川月  

L田平成20年10月  

〔托）ヤ減＝9年11〉月及†下平成20年1（）月とヰ）に欠掛値のないテ∵∵タをり甘象ふ一集．汁を＝っ仁 

図表＝41か月あたり連続当直回数の平均（医師）  図表1131か月あたり連続当直回数（医師）  

回  
060     080     100  盲嘉直  ‾五庵「1  垂   

t5〔）い  U（〟I  

10〔）U  0一府  

け0（〉  ム（〉0   

1（）（）  

2（）（）  （）し）＝   い0∩    1（仙  （）（凡l   

〕00  りn山  
10（）  （）n（）   

500  （）0り   

¢0（）  l】研）        6（州  0（M    j00  （）り（）   

61日  00ひ  
JO〔〉  0（れ   

1501）  【）00  

5（）り  lIOO   

30（）  （）00    5（）り 〃川） 8（In r〉川j ll）UO n什（）  ヱ00     りけ0  lr 

〉OL   UnO  

平均   
全体  

平J戎20年10月     ‖  

内科   
平成20年10月     （）萬   

棒神村  平成19年10月      （）9  
平成ヱ（I年10月     0芹   

小児科  平成19年】   0月    nり  
平成20年10月     08   

外科  平成19年10月      ‖         ひ11   

脳神鍾外科         D川         ひ15   

範形外科       011  
l）11   

席料・       0J7   
塵婦人科  平成ヱ0年10月    OJO   

平成け年10ノ】    【）2G  

救急斜         、l三成ヱ（）f     け了∬   
その他  、i元芯ヰ     【＝ほ        †   

01）   

診療科不明        （）25         011  

全体（∩＝387り  

内科（n＝1030）  

精神科（∩＝86）  

小児科（n＝36り  

外科（忙592）  

脳神経外科（∩＝216）  

重層き外科（n＝365）  

産科・産婦人事斗（n＝338）  

救急科（∩＝81）  

その他（n＝79－1）  

診療科不明（∩二8）  

（注）平成lリ叶l（りj及び、l城20年1I川とヰ）に欠損値のないチータを対穀に壌計をり／｝／   



④各診療科における業務負担の変化（平成20年10月末現在）   

医師責任者に自らが管理する診療科の状況として回答していただいた項目  

1）各診療科における入院診療に係る業務負担の変化  

図表117 各診療科における入院診動こ係る業務負担の変化（医師壬任者）  

1年前と比較して  

D1 10）i 2ロ～ ユ肌 40≠  501 80ヽ 7〔瑞 8肌 9肌 】α兆  

5）所属病院以外での勤務の有無（医師のみ）  

図表115 所属病院以外での勤務の有無  

仇  20～  40ヽ  6（〉ヽ  80％  100ヽ  

全体  
（∩＝ヰ2Z7）  

内I斗  
（n＝1109）  

精神朋  
（n＝95）  

小児科  
（lf38ヰ）  

外科  
（∩＝638）  

脳神線外科  
（∩＝234）  

整形外科  
（n＝射3）   

産科・産帽人科   
（n＝377）  

救急科  
（n＝91）  

その他  
（ード8Ttり  

全体   
（忙2．389）  

内科  
（∩＝508）  

精神科  
（∩＝58）  

小児科  
（∩＝2】4）  

外科  
（∩＝305）  

脳神橙外科  
（∩ニー60）  

整形外科  
（∩＝245）   

産科・産婦人科   
（n＝226）  

救急科  
（悍ヰ3）  

その他  
（n＝628）  

「：二重㌢二：＝二重亡 車重ニコ   

6）アルバイトの状況（医師のみ）  

図表 t16 アルバイトの状況  

賃や桝惣一÷ご瀬き怒澗   ニ：；j∴， ゝ〉ご〟1  ＝ ← ＝  瑚陸尉蜜  羨撥  惜ぎ：  ミてご幾掛晦■吏、  無凍粧   

1か月あたりの勤  

務日数（日）   

1か月の当直回教  

（回）   20年  0月  07（｝  1．77    500  0，00  0．00   

上記のうち連続当  
直回数（回）   

1週間の勤務時間  

（時間）   20年10月  8．5  1‘I二i     00  ヰ0   

⊂車重二二重二二車重亘二重］  

（注）各項目について欠損値のないデータを対象に集計した。「tか月あたりの勤務日数」は  
n＝2糾5、「lか月あたり当直回数」HⅧ戸祁12、「上記のうち連続当直回数」は爪＝25ウ5、「l  

週間の勤務時間」はn＝2557。  
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図表119 各診療科におけるA院温度に係る業務負担の変化（医師責任者）  

1年荊と比較して（入院患者数等の変化別）  

肌  20ヽ    40％    601    801   10仇  

図表1柑 各診療科におけるム陰金應に係る業務員担の変化（医師責任者）  

l年前と比較して（施設における各勤務医負担軽減策の取細み状況別）  

（粍  2肌     4（粍  00I1  80†i    10肌  

ど
封
e
 
 

一
＃
瀬
噸
遽
Y
雲
海
 
 

［亘ウ変車ヒニ 臼増血ルた ㌣竺竺ト  

（ほ）「減少した施汎「増加した施設」とけ、平成19年川ノiと比較して平成20咋10月   
の患者数がそれぞれ減少した、増加した施軋   

「車重ヒr二重こ三二う車重二車重「   

けり「取り組んでいない巨砲設とは、r計画にあるが取り組んでいない」、「計画にない」   

と回答した施設。  



2）各診療糾二おける外来診療に係る業務負担の変化  

図表122 各診療科における外来診療に係る業務負担の変化（医師責任者）  

1年前と比較して  

肌 10ヽ  20㌔  コ0ヽ  401■  5（）％  60ヽ  7D㌔  80†i 9α● l（わヽ  

図表120 各診療科における入院盈疲に係る業務員担が増迦した理由（医師責任釦  

巨年前と比較して（自由記述形式）  

・入院軽石放の増力Il  

・医師数（井常勤・研修卜含む）〝〉減少、推力／イ、11’  

・丁彿丁・分娩回数の増加  
・・郎別1業の増加  

・重症患者の増加  
・柑削外診療、救急診塘の上醐11  

・′屯「†とに［る炸i雑化  

・高騰蛸存の増加  
・1タ ノノ木見  ／等  

図表121各診療科における△屈盈盈に係る業務負担が鮭温止増由（医師責任者）  

1年前と比較して（自由記述形式）  

rll】りF信助・研什封吏を子桂一）の椚‖   

・入院の㈲l小・靡11 

・臼杵牧の減少   
・1クノフの増員  

′チーーム医才なのプさ施  
tl；二／化に上る業務蝿減  ／等  

両線滅した  □変わらない  □増加した  口無回答  

図表124 各診療科における姓塞盈盆に係る業務員担の変化（医師責任者）  

1年前と比較して（外来患者数等の変化別）  

0†．  2【）ヽ  40㌔  60ゝ     80†■     100ヽ  

図表123 各診療科における処来盈企に係る業務負担の変化（医師責任者）  

1年前と比較して（施設における各勤務医負担軽減策の取組み状況別）  

0ゝ  20I■  4（汽  6C瞞  80㌔     1〔氾～   

全体   
（n＝2389）  

減少した施設  
（∩＝1542）  

増加した施設  
（∩＝色31）  

減少した施設  
（∩＝1ユー1）  

増加した施設  
（∩853）  
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T這乱た □変わらない ㈹如した 口無回筈   

（－t）「減少Lた施設】「増加した施設」とは、平成】9年10月と比較して5ド成20年l（川   
J）恐音数がそれそれ減少した、増加した施言逼。   

世
心
ゆ
 
 

堕
〓
一
壁
編
純
 
 

頼
e
想
崩
加
 
 

孤軽減した  ロ変わらない  ロ増加した  ロ無攣   

情）「取り組んでいない仁施設とは、「引榔こあるが取り組んでいないJ、計画に′古、」   

H河答した施繊  



3）各診療科における夜間・早朝の軽症救急患者数の変化  

図表127 各診療柳二おける夜間・早朝の軽症救急患者数の変化（医師責任者）  

平成20年4月以降  

0†。  20！i  40ヽ  60～  80！i  l00ヽ  

図表125 各診療科における姓塞盈虚に係る業務員担が増加した理由（医師責任者）  

t年前と比較して（自由記述形式、主なもの）  

・患者数の増加  
・医師数（非常勤・研修医含む）の減少、能力不足  

・花子化による煩雑化  
・功諾†乍業の増加  
・患者への説明に要する時間の増加  
・外来診療内容の広範化・煩雑化  
・外来担当回数（日数・時間）の増加I  

・近隣の病院・診旅所の閉鎖・縮小等  
・検査件数の増加  
・重症患者の相加  
り1、姉弟外診療、救急診療の増加  

・他者からの要求の増加・煩雑化  
・スタッフ不足  ／等  

図表126 各診療糾二おける外来給欄に係る業務負担が軽減した眉由（医師責任者）  

】年前と比較して（自由記述形式）  

・メディカ／レクラーク等の配置による事務作業の軽減  

・救急診棟の制限・縮小  
・医師（非常勤・研修医を含む）の増貞  

・休診日の確保、診療時間の短縮  

・懸音数の減少  
・投票通院の減少  
・電子化による業務軽減  
・予約制・紹介制の導入  ／等  

「二重二幸垂享吏二二三車重二二≒垂吏」  

4）各診療科における医師の勤務状況の変化  

図表128 各診療科における医師の勤務状況の変化（医師責任者）  

1年前と比較して  

0ヽ  JOヽ  仇  帥ヽ      餌〕ヽ     10：lヽ  

図表129 各診療科における医師の勤務状況の変化（医師責任者）  

1年前と比較して（患者数の変化別）  

OIi  20～  40≠  60ヽ  801  】00ヽ   
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すぎら盲示 
8どちらか 

盲〔lうと改善した  

というと悪化した  

□どちらかというと改善した  
8どちらかというと悪化した  

聖二］  □その他等  
（注）「減少した施設」「増加した施設」とは、平成lり年川月と比較して平成20年10月   

♂）患者数がそれぞれ減少した、増加した施設り   

7  




